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７月９日、第２０回秋田県障害者技能競技大会（アビリンピックあきた大会）が、秋田市文化

会館を会場に開催されました。参加者は総勢４２名で、うち県内１２の特別支援学校からは４０

名の生徒が参加しました。新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止の観点から、例年行ってい

た職業教育フェスティバルは開催できず、高齢・障害・求職者雇用支援機構秋田支部主催の本大

会のみが無観客で開催されました。ピンと張り詰めた空気の中、生徒たちは７つの部門の競技会

場に分かれ、緊張や不安、自信、覚悟が入り交じったような表情で課題に挑戦していました。

大会に向けた日々の学習と、大会当日の競い合いに

よって、生徒たちの働く力は着実に高まったと感じ

ます。

部門別の順位は下の表のとおりです。喫茶サービ

ス部門で１位に輝いた、県立比内支援学校かづの校

の兜森梨花さん（写真）には県知事賞が送られまし

た。おめでとうございます。

〈 成 績 〉

部 門 参加者数 １位 ２位 ３位

ワード・プロセッサ ４ 松本 拓己（聴覚支援） 髙沢 颯（ゆり支援） 土井 裕斗（栗田支援）

表計算 ４ 奈良 和香（栗田支援） 菅原 彩奈（きらり支援） 社会人

喫茶サービス １２ 兜森 梨花（かづの校） 堀井 春菜（栗田支援） 奥山 栞奈（横手支援）

ビルクリーニング １４ 岩﨑 陽斗（天王みどり） 柴田 涼平（附属特別支援） 森田 郁人（天王みどり）

木工 ３ 佐々木 壮（天王みどり） 佐藤 翔（能代支援） 中村 理玖（かづの校）

縫製 ２ 柴田 剛希（比内支援） 藤原 瑞穂（能代支援）

パソコンデータ入力 ３ 地主 一聖（大曲支援） 東海林 楓花（栗田支援） 野呂田 優真（栗田支援）

合 計 ４２ ※社会人２名参加

第２０回 秋田県障害者技能競技大会（アビリンピックあきた大会）

障害者技能競技大会は「障害のある方の職業能力の向上」と「障害のある方に対する理解

啓発と雇用促進」を目的として開催されています。各都道府県における「地方アビリンピッ

ク」と、その成績優秀者等が参加する「全国アビリンピック」があります。また、４年に一

度「国際アビリンピック」として世界大会も開催されています。



特別支援学校を対象とした本事業は、目的を障害のある幼児児童生徒の情報活用能力の育成を

図るとともに、障害の状態や特性等に応じた学びを推進することとしており、教員のＩＣＴ活用

指導力を高めるための研修の充実を図ってます。全ての県立特別支援学校では、指名された

ＩＣＴ活用推進リーダーを中心に、ＩＣＴ活用計画に基づく計画的・組織的な取組により、授業

改善を推進しています。

さまた、ＩＣＴ活用推進モデル校として県立聴覚支援学校、県立横手支援学校を指定しています。

２校には、公開研究会により実践と研究の成果を発信し、県内特別支援学校のＩＣＴ活用の促進

に資することを期待しています。公開研究会は、県立聴覚支援学校が令和３年１２月１３日、県

立横手支援学校が令和４年１月２６日の予定です。

７月８日には、第１回ＩＣＴ活用推進リーダー研修会を行い、県立特別支援学校のＩＣＴ活用

推進リーダー１４名が参加しました。実践報告では、ＩＣＴ機器を活用した工夫ある取組が各校

から紹介され、特別支援学校においてもタブレット型端末や電子黒板等の活用が広がってきてい

ることを実感しました。

「ｅ－ＡＫＩＴＡ ＩＣＴ学び推進プラン事業」

県立比内支援学校たかのす校

小学部 自立活動（健康の保持）

運動記録アプリをＳＲＣウォ

ーカーでの歩行の記録に活用し

ています。ＧＰＳ機能により、歩

行の軌跡や歩行距離の記録が示

され、活動の結果が視覚的に分か

りやすく、本人の活動意欲につな

がりました。

事業紹介

（令和２年度～令和４年度）

県立聴覚支援学校

高等部情報デザイン科 「デザイン」

Ｗｅｂ会議ツール「Ｚｏｏｍ」を使った

オンライン鑑賞教室として、福島県の諸橋近

代美術館のワークショップに参加しました。

情報保障として音声文字変換システムと手

話を使用することで、生徒が自分に必要な方

法で情報を得ながら、学芸員の方とやりとり

し、学習を進めることができました。

、

第１回ＩＣＴ活用推進リーダー研修会の実践報告から２校の取組を紹介します。

＜ 実践紹介＞



昨年度は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため中止となりましたが、今年度は

会場を３地区に分散し、一部オンライン研修を取り入れながら６月に第Ⅰ期を開催しました。

受講対象は、各校（園）で今年度新たに特別支援教育コーディネターに任命された職員で、今

年度は３３２名とこれまでで最も多い人数となりました。また、令和元年度までは年３期でし

たが、研修内容を「秋田県特別支援教育校内支援体制ガイドライン（三訂版 増補版）」に沿っ

て見直し、年２期の開催としました。今年度の第Ⅱ期は、県北・県央地区が１０月１２日（火）、

県南地区が１１月２日（火）の開催予定となっています。

共生社会の形成に向けたインクルーシブ教育システム構築のための特別支援教育の推進に

は、各校（園）の特別支援教育コーディネーターを核とした組織的な取組が欠かせません。本

研修の各講義等の内容や、前述の｢校内支援体制ガイドライン｣など活用し、各校（園）におい

て、より一層特別支援教育の推進が図られることを期待しています。

特別支援学校における教育課程の改善及び充実に向け、新学

習指導要領の円滑な実施やカリキュラム・マネジメントの推進

に係る講話、説明、発表を行いました。各特別支援学校の副校

長又は教頭、学部主事が参加したほか、各校とオンラインでつ

なぎ、会場参加以外の教職員とも情報共有することができまし

た。

参加者からは、「カリキュラム・マネジメントの取組例が分か

りやすく、自校の状況についても考えやすかった」「２校の特色ある取組を具体的に知ることが

でき、大変参考になった」「カリキュラム・マネジメントの三つの側面に係る取組と課題につい

てまとめられていて分かりやすかった」などの感想が寄せられました。

カリキュラム・マネジメントは、全職員が自己の役割や職責に応じて取り組めるよう、相互

の連携や確認をした上で進めることが大切であることを共有できた研修会となりました。

【講話】「新学習指導要領の円滑な実施に向けて

～カリキュラム・マネジメントの推進に係る取組を中心に～」

文部科学省初等中等教育局特別支援教育課 特別支援教育調査官 加藤 宏昭

【説明】「県内特別支援学校におけるカリキュラム・マネジメントの実施状況について」

特別支援教育課 指導主事 菊地 真理

【発表】「カリキュラム・マネジメントの推進に係る特色ある取組」

県立秋田きらり支援学校 教諭 小松 美幸

県立稲川支援学校 教頭 髙橋 和恵

内 容

新任特別支援教育コーディネーター研修会

◎特別支援教育コーディネーターは、校長（園長）からの指名を受け、各校（園）で特別支援
教育の推進のため、主に、校（園）内委員会及び個別ケース会議、校（園）内研修会の企画・
運営、関係機関との連絡・調整、保護者からの相談窓口などの役割を担います。

令和３年度 特別支援学校教育課程研修会
令和３年８月３日（火）

県庁第二庁舎大会議室

県北：北秋田市民ふれあいプラザ

県央：総合教育センター

県南：横手市 浅舞公民館


